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(57)【要約】
【課題】電気メス装置が高周波電流出力時に発するノイ
ズの影響により生じ得るタッチパネルの誤動作や内視鏡
ビデオプロセッサと周辺機器との間での通信不良を防止
する。
【解決手段】被検体内を撮像した撮像データの信号処理
を行う内視鏡ビデオプロセッサは、タッチパネルと、内
視鏡ビデオプロセッサに接続される外部機器から入力さ
れるイネーブル信号を検出する信号検出部と、信号検出
部が検出したイネーブル信号の信号状態に基づいて、タ
ッチパネルにおけるタッチ検出動作を制御するタッチパ
ネル制御部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内を撮像した撮像データの信号処理を行う内視鏡ビデオプロセッサであって、
　タッチパネルと、
　前記内視鏡ビデオプロセッサに接続される外部機器から入力されるイネーブル信号を検
出する信号検出部と、
　前記信号検出部が検出した前記イネーブル信号の信号状態に基づいて、前記タッチパネ
ルにおけるタッチ検出動作を制御するタッチパネル制御部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡ビデオプロセッサ。
【請求項２】
　前記外部機器は、電気メス装置であり、
　前記イネーブル信号の信号状態は、前記電気メス装置が高周波電流の出力直前、出力中
、及び出力直後の何れかの状態であることを示す第１の信号状態、又は、前記電気メス装
置が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れでもない状態を示す第２の信号
状態である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡ビデオプロセッサ。
【請求項３】
　前記タッチパネル制御部は、前記イネーブル信号の信号状態が前記第１の信号状態であ
る場合に前記タッチ検出動作を停止させるように制御することを特徴とする請求項２に記
載の内視鏡ビデオプロセッサ。
【請求項４】
　前記タッチパネル制御部は、前記イネーブル信号の信号状態が前記第１の信号状態から
前記第２の信号状態へ切り替わってから所定の期間の間に、前記イネーブル信号の信号状
態が前記第２の信号状態から前記第１の信号状態へ切り替わらない場合、前記タッチ検出
動作を再開させるように制御することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡ビデオプロセ
ッサ。
【請求項５】
　前記信号検出部が検出した前記イネーブル信号の信号状態に基づいて、前記内視鏡ビデ
オプロセッサと当該内視鏡ビデオプロセッサと通信可能な周辺機器との間のデータ送受信
動作を制御するデータ送受信制御部を更に備えることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡ビデオプロセッサ。
【請求項６】
　前記外部機器は、電気メス装置であり、
　前記イネーブル信号の信号状態は、前記電気メス装置が高周波電流の出力直前、出力中
、及び出力直後の何れかの状態であることを示す第１の信号状態、又は、前記電気メス装
置が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れでもない状態を示す第２の信号
状態である、
　ことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡ビデオプロセッサ。
【請求項７】
　前記データ送受信制御部は、前記イネーブル信号の信号状態が前記第１の信号状態であ
る場合に前記データ送受信動作を停止させるように制御することを特徴とする請求項６に
記載の内視鏡ビデオプロセッサ。
【請求項８】
　前記データ送受信制御部は、前記イネーブル信号の信号状態が前記第１の信号状態から
前記第２の信号状態へ切り替わってから所定の期間の間に、前記イネーブル信号の信号状
態が前記第２の信号状態から前記第１の信号状態へ切り替わらない場合、前記データ送受
信動作を再開させるように制御することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡ビデオプロ
セッサ。
【請求項９】
　前記外部機器は、前記内視鏡ビデオプロセッサと有線又は無線により接続されることを
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特徴とする請求項１乃至８の何れか１項に記載の内視鏡ビデオプロセッサ。
【請求項１０】
　被検体に対して電気メスで処置を行うと共に当該電気メスの動作状態を示すイネーブル
信号を装置外部に出力する処置装置と、
　前記被検体内を撮像した撮像データの信号処理を行う内視鏡ビデオプロセッサと、
　前記内視鏡ビデオプロセッサに設けられたタッチパネルと、
　前記内視鏡ビデオプロセッサに接続される前記処置装置から入力される前記イネーブル
信号を検出する信号検出部と、
　前記信号検出部が検出した前記イネーブル信号の信号状態に基づいて、前記タッチパネ
ルにおけるタッチ検出動作を制御するタッチパネル制御部と、
　を備えることを特徴とする医療システム。
【請求項１１】
　前記処置装置は、前記電気メスから高周波電流を出力させる指示を行うための操作部を
備え、
　前記イネーブル信号の信号状態は、前記操作部に対する操作に基づいて切り替わる、
　ことを特徴とする請求項１０記載の医療システム。
【請求項１２】
　前記操作部に対して行われていた前記指示を行うための操作が解除された後に再び前記
操作が行われた場合において、前記操作が解除されていた期間が所定期間未満の場合には
、前記操作が解除されたことにより前記イネーブル信号の信号状態が切り替わらないこと
を特徴とする請求項１１記載の医療システム。
【請求項１３】
　被検体内を撮像した撮像データの信号処理を行う内視鏡ビデオプロセッサにおける制御
方法であって、
　前記内視鏡ビデオプロセッサに接続される外部機器から入力されるイネーブル信号を検
出し、
　検出した前記イネーブル信号の信号状態に基づいて、前記内視鏡ビデオプロセッサが備
えるタッチパネルにおけるタッチ検出動作を制御する、
　ことを特徴とする制御方法。
【請求項１４】
　タッチパネルと、
　前記タッチパネルの電気的変化を検出して検出信号を出力する検出部と、
　高周波電流による作用により被検体を処置する処置装置から出力される信号であって前
記高周波電流の出力タイミングに関する信号である特定の信号を受信する受信部と、
　前記受信部により受信された前記特定の信号に基づいて、前記検出部による前記電気的
変化の検出又は前記検出信号の出力を制御する制御部と、
　を備えることを特徴とするタッチパネル装置。
【請求項１５】
　前記処置装置は、ユーザの押下操作の有無に応じて異なる信号レベルの押下信号を生成
する操作部を備え、前記押下信号に基づいて前記高周波電流の出力を行い、
　前記特定の信号は、前記押下信号である、
　ことを特徴とする請求項１４記載のタッチパネル装置。
【請求項１６】
　前記制御部は、前記押下信号が押下操作無しを示す第１の信号レベルから押下操作有り
を示す第２の信号レベルへ切り替わったタイミングから第１の所定時間が経過したタイミ
ングに、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を停止させる、
　ことを特徴とする請求項１５記載のタッチパネル装置。
【請求項１７】
　前記制御部は、前記押下信号が前記第２の信号レベルから前記第１の信号レベルへ切り
替わったタイミングから第２の所定時間が経過したタイミングに、前記検出部による前記
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電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を再開させる、
　ことを特徴とする請求項１６記載のタッチパネル装置。
【請求項１８】
　前記制御部は、前記押下信号が前記第２の信号レベルから前記第１の信号レベルへ切り
替わったタイミングから、前記第２の所定時間が経過する前までの間に、前記押下信号が
前記第１の信号レベルから前記第２の信号レベルへ切り替わった場合には、前記検出部に
よる前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力の停止を継続させる、
　ことを特徴とする請求項１７記載のタッチパネル装置。
【請求項１９】
　前記処置装置は、前記高周波電流の出力中であるか否かに応じて異なる信号レベルのス
テータス信号を生成するステータス信号生成部を備え、
　前記特定の信号は、前記ステータス信号である、
　ことを特徴とする請求項１４記載のタッチパネル装置。
【請求項２０】
　前記制御部は、前記ステータス信号が前記高周波電流の出力中を示す信号レベルである
ときに、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を停止させる、
　ことを特徴とする請求項１９記載のタッチパネル装置。
【請求項２１】
　前記処置装置は、前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態で
あるか否かに応じて異なる信号レベルのイネーブル信号を生成するイネーブル信号生成部
を備え、
　前記特定の信号は、前記イネーブル信号である、
　ことを特徴とする請求項１４記載のタッチパネル装置。
【請求項２２】
　前記制御部は、前記イネーブル信号が前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直
後の何れかの状態であることを示す第１の信号レベルであるときに、前記検出部による前
記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を停止させる、
　ことを特徴とする請求項２１記載のタッチパネル装置。
【請求項２３】
　前記制御部は、前記イネーブル信号が前記第１の信号レベルから前記高周波電流の出力
直前、出力中、及び出力直後の何れでもない状態であることを示す第２の信号レベルへ切
り替わったタイミングから、所定時間が経過する前までの間に、前記イネーブル信号の信
号レベルが変化しない場合には、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信
号の出力を再開させる、
　ことを特徴とする請求項２２記載のタッチパネル装置。
【請求項２４】
　前記処置装置とは異なる外部装置と通信を行う通信部と、
　前記受信部により受信された前記特定の信号に基づいて、前記通信部による前記外部装
置との通信を停止させる通信制御部と、
　を更に備えることを特徴とする請求項１４記載のタッチパネル装置。
【請求項２５】
　前記外部装置は、内視鏡ビデオプロセッサである、
　ことを特徴とする請求項２４記載のタッチパネル装置。
【請求項２６】
　前記タッチパネルは、静電容量方式のタッチパネルである、
　ことを特徴とする請求項１４記載のタッチパネル装置。
【請求項２７】
　前記処置装置は、電気メス装置である、
　ことを特徴とする請求項１４記載のタッチパネル装置。
【請求項２８】
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　前記タッチパネル装置は、タブレット端末である、
　ことを特徴とする請求項１４記載のタッチパネル装置。
【請求項２９】
　ユーザの押下操作に基づいて押下信号を生成する操作部と、
　前記操作部により生成された押下信号に基づいて、被検体を処置するための高周波電流
を出力する出力部と、
　前記出力部が前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態である
か否かに応じて異なる信号レベルのイネーブル信号を生成する信号生成部と、
　前記信号生成部により生成された前記イネーブル信号を外部へ送信する送信部と、
　を備えることを特徴とする処置装置。
【請求項３０】
　前記出力部による前記高周波電流の出力により、前記被検体を切開する、
　ことを特徴とする請求項２９記載の処置装置。
【請求項３１】
　前記処置装置は、電気メス装置である、
　ことを特徴とする請求項３０記載の処置装置。
【請求項３２】
　前記出力部による前記高周波電流の出力により、前記被検体を凝固させる、
　ことを特徴とする請求項２９記載の処置装置。
【請求項３３】
　高周波電流による作用により被検体を処置する処置装置と、前記処置装置と通信可能に
接続されたタブレット端末とを含む医療システムであって、
　前記処置装置は、
　　ユーザの押下操作に基づいて押下信号を生成する操作部と、
　　前記操作部により生成された押下信号に基づいて、被検体を処置するための高周波電
流を出力する出力部と、
　　前記出力部が前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態であ
るか否かに応じて異なる信号レベルのイネーブル信号を生成する信号生成部と、
　　前記信号生成部により生成されたイネーブル信号を外部へ送信する送信部と、
　を備え、
　前記タブレット端末は、
　　静電容量方式のタッチパネルと、
　　前記タッチパネルの静電容量の変化を検出して検出信号を出力する検出部と、
　　前記処置装置から送信された前記イネーブル信号を受信する受信部と、
　　前記受信部により受信された前記イネーブル信号が、少なくとも、前記高周波電流の
出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態であることを示す信号レベルである場合
に、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を停止させる制御部
と、
　を備えることを特徴とする医療システム。
【請求項３４】
　タッチパネルと、前記タッチパネルの電気的変化を検出して検出信号を出力する検出部
とを備えるタッチパネル装置における制御方法であって、
　高周波電流による作用により被検体を処置する処置装置から出力される信号であって前
記高周波電流の出力タイミングに関する信号である特定の信号を受信し、
　受信した前記特定の信号に基づいて、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記
検出信号の出力を制御する、
　ことを特徴とする制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、被検体内を撮像した撮像データの信号処理を行う内視鏡ビデオプロセッサ、
内視鏡ビデオプロセッサを含む医療システム、内視鏡ビデオプロセッサにおける制御方法
、タッチパネル装置、処置装置、タッチパネル装置と処置装置とを含む医療システム、及
びタッチパネル装置における制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野に用いられる医療システムの一例として、内視鏡外科手術に用いられる
内視鏡システムが知られている。この内視鏡システムは、内視鏡、内視鏡ビデオプロセッ
サ、及び電気メス装置を含んで構成される。内視鏡は、被検体内の部位の光学像を撮像し
、その光学像に応じた電気信号を出力する。内視鏡ビデオプロセッサは、内視鏡から入力
される電気信号を映像信号に変換し、それを例えばモニタに表示する。電気メス装置は、
被検体内の対象とする部位（患部等）に高周波電流を出力して、その部位の切開や止血等
の処置を行う。
【０００３】
　内視鏡システムの他の例として、内視鏡装置と、当該内視鏡装置と共に使用可能な内視
鏡機器（電気メス等）と、Ｘ線照射手段を備えたＸ線装置と、Ｘ線照射手段の照射状態を
検出する検出手段と、検出手段の出力に基づき、内視鏡機器の動作を制限する制限手段と
を備えた内視鏡システムも知られている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平５－２８５１００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の内視鏡システムにおいて、例えば、内視鏡ビデオプロセッサが静電容量方式のタ
ッチパネルを備えている場合には、電気メス装置が高周波電流出力時に発するノイズの影
響によりタッチパネルの静電容量が変化し、タッチパネルが誤動作する虞がある。また、
例えば、内視鏡ビデオプロセッサに当該内視鏡ビデオプロセッサと通信可能な周辺機器が
接続されている場合には、電気メス装置が高周波電流出力時に発するノイズの影響により
、内視鏡ビデオプロセッサと周辺機器との間で通信不良が生じる虞がある。
【０００６】
　このような問題は、例えば、タッチパネルを備えたタッチパネル装置（タブレット端末
等）や、そのタッチパネル装置と通信可能に接続された外部装置（内視鏡ビデオプロセッ
サや周辺機器等）が、電気メス装置と共に使用される場合にも同様に生じ得る。
【０００７】
　本発明は、上記実状に鑑み、電気メス装置が高周波電流出力時に発するノイズの影響に
より生じ得るタッチパネルの誤動作や内視鏡ビデオプロセッサと周辺機器との間での通信
不良やタッチパネル装置と外部装置との間での通信不良を防止することができる内視鏡ビ
デオプロセッサ、医療システム、タッチパネル装置、処置装置、及び制御方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の態様は、被検体内を撮像した撮像データの信号処理を行う内視鏡ビデオ
プロセッサであって、タッチパネルと、前記内視鏡ビデオプロセッサに接続される外部機
器から入力されるイネーブル信号を検出する信号検出部と、前記信号検出部が検出した前
記イネーブル信号の信号状態に基づいて、前記タッチパネルにおけるタッチ検出動作を制
御するタッチパネル制御部と、を備える。
【０００９】
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　本発明の第２の態様は、第１の態様において、前記外部機器は、電気メス装置であり、
前記イネーブル信号の信号状態は、前記電気メス装置が高周波電流の出力直前、出力中、
及び出力直後の何れかの状態であることを示す第１の信号状態、又は、前記電気メス装置
が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れでもない状態を示す第２の信号状
態である。
【００１０】
　本発明の第３の態様は、第２の態様において、前記タッチパネル制御部は、前記イネー
ブル信号の信号状態が前記第１の信号状態である場合に前記タッチ検出動作を停止させる
ように制御する。
【００１１】
　本発明の第４の態様は、第３の態様において、前記タッチパネル制御部は、前記イネー
ブル信号の信号状態が前記第１の信号状態から前記第２の信号状態へ切り替わってから所
定の期間の間に、前記イネーブル信号の信号状態が前記第２の信号状態から前記第１の信
号状態へ切り替わらない場合、前記タッチ検出動作を再開させるように制御する。
【００１２】
　本発明の第５の態様は、第１の態様において、前記信号検出部が検出した前記イネーブ
ル信号の信号状態に基づいて、前記内視鏡ビデオプロセッサと当該内視鏡ビデオプロセッ
サと通信可能な周辺機器との間のデータ送受信動作を制御するデータ送受信制御部を更に
備える。
【００１３】
　本発明の第６の態様は、第５の態様において、前記外部機器は、電気メス装置であり、
前記イネーブル信号の信号状態は、前記電気メス装置が高周波電流の出力直前、出力中、
及び出力直後の何れかの状態であることを示す第１の信号状態、又は、前記電気メス装置
が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れでもない状態を示す第２の信号状
態である。
【００１４】
　本発明の第７の態様は、第６の態様において、前記データ送受信制御部は、前記イネー
ブル信号の信号状態が前記第１の信号状態である場合に前記データ送受信動作を停止させ
るように制御する。
【００１５】
　本発明の第８の態様は、第７の態様において、前記データ送受信制御部は、前記イネー
ブル信号の信号状態が前記第１の信号状態から前記第２の信号状態へ切り替わってから所
定の期間の間に、前記イネーブル信号の信号状態が前記第２の信号状態から前記第１の信
号状態へ切り替わらない場合、前記データ送受信動作を再開させるように制御する。
【００１６】
　本発明の第９の態様は、第１乃至第８の何れか１つの態様において、前記外部機器は、
前記内視鏡ビデオプロセッサと有線又は無線により接続される。
【００１７】
　本発明の第１０の態様は、被検体に対して電気メスで処置を行うと共に当該電気メスの
動作状態を示すイネーブル信号を装置外部に出力する処置装置と、前記被検体内を撮像し
た撮像データの信号処理を行う内視鏡ビデオプロセッサと、前記内視鏡ビデオプロセッサ
に設けられたタッチパネルと、前記内視鏡ビデオプロセッサに接続される前記処置装置か
ら入力される前記イネーブル信号を検出する信号検出部と、前記信号検出部が検出した前
記イネーブル信号の信号状態に基づいて、前記タッチパネルにおけるタッチ検出動作を制
御するタッチパネル制御部と、を備える医療システムである。
【００１８】
　本発明の第１１の態様は、第１０の態様において、前記処置装置は、前記電気メスから
高周波電流を出力させる指示を行うための操作部を備え、前記イネーブル信号の信号状態
は、前記操作部に対する操作に基づいて切り替わる。
【００１９】
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　本発明の第１２の態様は、第１１の態様において、前記操作部に対して行われていた前
記指示を行うための操作が解除された後に再び前記操作が行われた場合において、前記操
作が解除されていた期間が所定期間未満の場合には、前記操作が解除されたことにより前
記イネーブル信号の信号状態が切り替わらない。
【００２０】
　本発明の第１３の態様は、被検体内を撮像した撮像データの信号処理を行う内視鏡ビデ
オプロセッサにおける制御方法であって、前記内視鏡ビデオプロセッサに接続される外部
機器から入力されるイネーブル信号を検出し、検出した前記イネーブル信号の信号状態に
基づいて、前記内視鏡ビデオプロセッサが備えるタッチパネルにおけるタッチ検出動作を
制御する。
【００２１】
　本発明の第１４の態様は、タッチパネルと、前記タッチパネルの電気的変化を検出して
検出信号を出力する検出部と、高周波電流による作用により被検体を処置する処置装置か
ら出力される信号であって前記高周波電流の出力タイミングに関する信号である特定の信
号を受信する受信部と、前記受信部により受信された前記特定の信号に基づいて、前記検
出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を制御する制御部と、を備える
タッチパネル装置である。
【００２２】
　本発明の第１５の態様は、第１４の態様において、前記処置装置は、ユーザの押下操作
の有無に応じて異なる信号レベルの押下信号を生成する操作部を備え、前記押下信号に基
づいて前記高周波電流の出力を行い、前記特定の信号は、前記押下信号である。
【００２３】
　本発明の第１６の態様は、第１５の態様において、前記制御部は、前記押下信号が押下
操作無しを示す第１の信号レベルから押下操作有りを示す第２の信号レベルへ切り替わっ
たタイミングから第１の所定時間が経過したタイミングに、前記検出部による前記電気的
変化の検出又は前記検出信号の出力を停止させる。
【００２４】
　本発明の第１７の態様は、第１６の態様において、前記制御部は、前記押下信号が前記
第２の信号レベルから前記第１の信号レベルへ切り替わったタイミングから第２の所定時
間が経過したタイミングに、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の
出力を再開させる。
【００２５】
　本発明の第１８の態様は、第１７の態様において、前記制御部は、前記押下信号が前記
第２の信号レベルから前記第１の信号レベルへ切り替わったタイミングから、前記第２の
所定時間が経過する前までの間に、前記押下信号が前記第１の信号レベルから前記第２の
信号レベルへ切り替わった場合には、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検
出信号の出力の停止を継続させる。
【００２６】
　本発明の第１９の態様は、第１４の態様において、前記処置装置は、前記高周波電流の
出力中であるか否かに応じて異なる信号レベルのステータス信号を生成するステータス信
号生成部を備え、前記特定の信号は、前記ステータス信号である。
【００２７】
　本発明の第２０の態様は、第１９の態様において、前記制御部は、前記ステータス信号
が前記高周波電流の出力中を示す信号レベルであるときに、前記検出部による前記電気的
変化の検出又は前記検出信号の出力を停止させる。
【００２８】
　本発明の第２１の態様は、第１４の態様において、前記処置装置は、前記高周波電流の
出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態であるか否かに応じて異なる信号レベル
のイネーブル信号を生成するイネーブル信号生成部を備え、前記特定の信号は、前記イネ
ーブル信号である。
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【００２９】
　本発明の第２２の態様は、第２１の態様において、前記制御部は、前記イネーブル信号
が前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態であることを示す第
１の信号レベルであるときに、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号
の出力を停止させる。
【００３０】
　本発明の第２３の態様は、第２２の態様において、前記制御部は、前記イネーブル信号
が前記第１の信号レベルから前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れで
もない状態であることを示す第２の信号レベルへ切り替わったタイミングから、所定時間
が経過する前までの間に、前記イネーブル信号の信号レベルが変化しない場合には、前記
検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を再開させる。
【００３１】
　本発明の第２４の態様は、第１４の態様において、前記処置装置とは異なる外部装置と
通信を行う通信部と、前記受信部により受信された前記特定の信号に基づいて、前記通信
部による前記外部装置との通信を停止させる通信制御部と、を更に備える。
【００３２】
　本発明の第２５の態様は、第２４の態様において、前記外部装置は、内視鏡ビデオプロ
セッサである。
【００３３】
　本発明の第２６の態様は、第１４の態様において、前記タッチパネルは、静電容量方式
のタッチパネルである。
【００３４】
　本発明の第２７の態様は、第１４の態様において、前記処置装置は、電気メス装置であ
る。
【００３５】
　本発明の第２８の態様は、第１４の態様において、前記タッチパネル装置は、タブレッ
ト端末装置である。
【００３６】
　本発明の第２９の態様は、ユーザの押下操作に基づいて押下信号を生成する操作部と、
前記操作部により生成された押下信号に基づいて、被検体を処置するための高周波電流を
出力する出力部と、前記出力部が前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何
れかの状態であるか否かに応じて異なる信号レベルのイネーブル信号を生成する信号生成
部と、前記信号生成部により生成された前記イネーブル信号を外部へ送信する送信部と、
を備える処置装置である。
【００３７】
　本発明の第３０の態様は、第２９の態様において、前記出力部による前記高周波電流の
出力により、前記被検体を切開する。
【００３８】
　本発明の第３１の態様は、第３０の態様において、前記処置装置は、電気メス装置であ
る。
【００３９】
　本発明の第３２の態様は、第２９の態様において、前記出力部による前記高周波電流の
出力により、前記被検体を凝固させる。
【００４０】
　本発明の第３３の態様は、高周波電流による作用により被検体を処置する処置装置と、
前記処置装置と通信可能に接続されたタブレット端末とを含む医療システムであって、前
記処置装置は、ユーザの押下操作に基づいて押下信号を生成する操作部と、前記操作部に
より生成された押下信号に基づいて、被検体を処置するための高周波電流を出力する出力
部と、前記出力部が前記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態で
あるか否かに応じて異なる信号レベルのイネーブル信号を生成する信号生成部と、前記信
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号生成部により生成されたイネーブル信号を外部へ送信する送信部と、を備え、前記タブ
レット端末は、静電容量方式のタッチパネルと、前記タッチパネルの静電容量の変化を検
出して検出信号を出力する検出部と、前記処置装置から送信された前記イネーブル信号を
受信する受信部と、前記受信部により受信された前記イネーブル信号が、少なくとも、前
記高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態であることを示す信号レ
ベルである場合に、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を停
止させる制御部と、を備える。
【００４１】
　本発明の第３４の態様は、タッチパネルと、前記タッチパネルの電気的変化を検出して
検出信号を出力する検出部とを備えるタッチパネル装置における制御方法であって、高周
波電流による作用により被検体を処置する処置装置から出力される信号であって前記高周
波電流の出力タイミングに関する信号である特定の信号を受信し、受信した前記特定の信
号に基づいて、前記検出部による前記電気的変化の検出又は前記検出信号の出力を制御す
る。
【発明の効果】
【００４２】
　本発明によれば、電気メス装置が高周波電流出力時に発するノイズの影響により生じ得
るタッチパネルの誤動作や内視鏡ビデオプロセッサと周辺機器との間での通信不良やタッ
チパネル装置と外部装置との間での通信不良を防止することができる、という効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】第１の実施形態に係る医療システムである内視鏡システムの構成例を示す図であ
る。
【図２】電気メス装置の動作例（その１）を示すタイミングチャートである。
【図３】電気メス装置の動作例（その２）を示すタイミングチャートである。
【図４】電気メス装置の動作例（その３）を示すタイミングチャートである。
【図５】第２の実施形態に係る医療システムの構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明する。
＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る医療システムである内視鏡システムの構成例を
示す図である。なお、この内視鏡システムは、例えば内視鏡外科手術に用いられる。
【００４５】
　図１に示したように、内視鏡システム１は、内視鏡２、電気メス装置３、内視鏡ビデオ
プロセッサ４、モニタ５、及び周辺機器６を備える。ここで、内視鏡２、電気メス装置３
、モニタ５、及び周辺機器６は、ケーブル等の有線を介して、内視鏡ビデオプロセッサ４
と接続される。但し、電気メス装置３と内視鏡ビデオプロセッサ４との間や、内視鏡ビデ
オプロセッサ４と周辺機器６との間は、有線に限らず、無線により接続されるように構成
してもよい。
【００４６】
　内視鏡２は、被検体内を観察等するためのものであり、ＣＣＤ（Charge-Coupled Devic
e）又はＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）等の図示しない撮像素子
を含む撮像部２１を備える。内視鏡２は、このような撮像部２１により被検体内の部位の
光学像を撮像し、その光学像に応じた電気信号を出力する。なお、内視鏡２は、例えば、
金属筒の先端部にＣＣＤを組み込んだビデオスコープや、カメラヘッドが接続された硬性
鏡である。
【００４７】
　電気メス装置３は、被検体内の対象とする部位（患部等）に対して切開や止血等の処置
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を行う処置装置であり、操作部３１及びイネーブル信号出力部３２を備える。
　操作部３１は、当該操作部３１に対する操作（例えばボタン押下操作）により、電気メ
ス装置３が備える図示しない電気メスから高周波電流を出力させる指示を受け付ける。電
気メス装置３は、このような操作部３１に対する操作に基づいて、電気メスから高周波電
流を出力し、被検体内の対象とする部位に対して切開や止血等の処置を行う。
【００４８】
　イネーブル信号出力部３２は、電気メス装置３（電気メス）の動作状態を示すイネーブ
ル信号を出力する。より詳しくは、イネーブル信号出力部３２は、そのイネーブル信号と
して、電気メス装置３（電気メス）が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何
れかの状態であることを示す第１の信号状態の信号（例えば「Ｈ」レベルの信号）、又は
、電気メス装置３（電気メス）が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れで
もない状態であることを示す第２の信号状態の信号（例えば「Ｌ」レベルの信号）を出力
する。なお、イネーブル信号出力部３２から出力されるイネーブル信号の信号状態の切り
替え、即ち、第１の信号状態から第２の信号状態への切り替え、又は、第２の信号状態か
ら第１の信号状態への切り替えは、操作部３１に対する操作に基づいて行われる。
【００４９】
　内視鏡ビデオプロセッサ４は、被検体内を撮像した撮像データの信号処理を行う装置で
あり、信号処理部４１、イネーブル信号検出部４２、タッチパネル４３、及び通信部４４
を備える。
【００５０】
　信号処理部４１は、内視鏡２から入力される電気信号（被検体内を撮像した撮像データ
）を、所定の信号処理により映像信号に変換して出力する。
　イネーブル信号検出部４２は、電気メス装置３から入力されるイネーブル信号を検出す
る。
【００５１】
　タッチパネル４３は、静電容量方式のタッチパネルであり、内視鏡ビデオプロセッサ４
に対する各種の入力を、当該タッチパネル４３に対するタッチ操作により受け付ける。タ
ッチパネル４３は、タッチパネル制御部４３１及びタッチパネル操作検出部４３２を備え
る。
【００５２】
　タッチパネル制御部４３１は、イネーブル信号検出部４２が検出したイネーブル信号の
信号状態に基づいて、タッチパネル４３におけるタッチ検出動作を制御する。
　タッチパネル操作検出部４３２は、タッチパネル４３に対するタッチ操作を検出し、当
該検出結果をタッチパネル制御部４３１に通知する。
【００５３】
　通信部４４は、周辺機器６との間で通信を行うための通信インターフェース装置であり
、データ送受信制御部４４１及びデータ送受信部４４２を備える。
　データ送受信制御部４４１は、イネーブル信号検出部４２が検出したイネーブル信号の
信号状態に基づいて、周辺機器６との間のデータ送受信動作を制御する。
【００５４】
　データ送受信部４４２は、周辺機器６との間でデータ送受信を行う。
　モニタ５は、内視鏡ビデオプロセッサ４（信号処理部４１）から入力される映像信号に
応じた映像を表示する。モニタ５は、例えば液晶モニタである。
【００５５】
　周辺機器６は、内視鏡ビデオプロセッサ４と通信可能な機器であり、内視鏡ビデオプロ
セッサ４（通信部４４のデータ送受信部４４２）との間でデータ送受信を行う。周辺機器
６は、例えばタブレット型の端末装置である。
【００５６】
　なお、このような構成の内視鏡システム１において、電気メス装置３におけるイネーブ
ル信号出力部３２や、内視鏡ビデオプロセッサ４における信号処理部４１、イネーブル信
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号検出部４２、タッチパネル制御部４３１及びタッチパネル操作検出部４３２、データ送
受信制御部４４１及びデータ送受信部４４２等の構成は、例えば、ＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）がメモリに格納されているプログラムを読み出し実行することにより実現
されるものであってもよいし、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）やＡＳＩＣ
（Application Specific Integrated Circuit）等の専用回路により実現されるものであ
ってもよい。
【００５７】
　次に、このような構成の内視鏡システム１の動作について説明する。
　はじめに、電気メス装置３の動作について説明する。
　図２乃至図４は、電気メス装置３の動作例を示すタイミングチャートである。
【００５８】
　図２乃至図４の各図において、上段は、操作部３１に対する操作に連動してオン、オフ
するスイッチの状態を示す。より詳しくは、操作部３１に対する操作が行われている間（
電気メスから高周波電流を出力させる指示が行われている間）はスイッチがオンし、操作
部３１に対する操作が解除されている間（電気メスから高周波電流を出力させる指示が行
われていない間）はスイッチがオフするものとする。図上では、スイッチがオンの状態を
「Ｈ」レベルの信号として示し、スイッチがオフの状態を「Ｌ」レベルの信号として示す
。中段は、イネーブル信号出力部３２から出力されるイネーブル信号の信号状態を示す。
下段は、電気メスからの高周波電流の出力状態を示し、高周波電流を出力している状態を
「Ｈ」レベルの信号として示し、高周波電流を出力していない状態を「Ｌ」レベルの信号
として示す。
【００５９】
　図２に示した例は、操作部３１に対する操作が継続して行われた場合の例である。
　この場合は、図２に示したように、操作部３１に対する操作開始に連動してスイッチが
オフ（「Ｌ」）からオン（「Ｈ」）へ切り替わると、そのスイッチの切り替えから僅かに
遅れて、イネーブル信号出力部３２から出力されるイネーブル信号の信号状態が「Ｌ」レ
ベルから「Ｈ」レベルに切り替わる。また、そのスイッチの切り替えから更に僅かに遅れ
て、電気メスからの高周波電流の出力が開始する。
【００６０】
　その後、操作部３１に対する操作解除に連動してスイッチがオン（「Ｈ」）からオフ（
「Ｌ」）へ切り替わると、そのスイッチの切り替えに応じて電気メスからの高周波電流の
出力が停止する。また、そのスイッチの切り替えから僅かに遅れて、イネーブル信号出力
部３２から出力されるイネーブル信号の信号状態が「Ｈ」レベルから「Ｌ」レベルに切り
替わる。
【００６１】
　図３に示した例は、操作部３１に対する操作が繰り返し行われた場合の例である。
　この場合は、図３に示したように、操作部３１に対して行われていた操作が解除された
後、再び行われる（オン（「Ｈ」）していたスイッチがオフ（「Ｌ」）した後、再びオン
（「Ｈ」）する）、という一連の操作が行われると、操作部３１に対する操作が解除され
ている期間（スイッチがオフ（「Ｌ」）の期間）が所定期間未満である場合に限り、イネ
ーブル信号出力部３２から出力されるイネーブル信号の信号状態が切り替わらないように
される（「Ｈ」レベルのままにされる）。一方、電気メスからの高周波電流の出力状態は
、上記の一連の操作に応じて切り替わる。すなわち、操作部３１に対して行われていた操
作が解除されると（スイッチがオン（「Ｈ」）からオフ（「Ｌ」）へ切り替わると）、そ
れに応じて高周波電流の出力が停止し、その後、操作部３１に対する操作が再び行われる
と（スイッチがオフ（「Ｌ」）から再びオン（「Ｈ」）へ切り替わると）、それに応じて
高周波電流の出力が開始する。
【００６２】
　図２及び図３に示したような電気メス装置３の動作により、電気メス装置３（電気メス
）が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態である場合には、イネ
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ーブル信号出力部３２から出力されるイネーブル信号の信号状態が第１の信号状態（「Ｈ
」レベル）となり、電気メス装置３（電気メス）が高周波電流の出力直前、出力中、及び
出力直後の何れでもない状態である場合には、イネーブル信号出力部３２から出力される
イネーブル信号の信号状態が第２の信号状態（「Ｌ」レベル）となる。
【００６３】
　図４に示した例は、イネーブル信号出力部３２の動作を停止させた場合の例である。
　この場合は、図４に示したように、操作部３１に対する操作にかかわらず、イネーブル
信号出力部３２から出力されるイネーブル信号の信号状態が「Ｌ」レベルのままとされる
。なお、この例は、図３に例示した操作部３１に対する操作と同様の操作が行われた例で
もある。
【００６４】
　続いて、内視鏡ビデオプロセッサ４の動作について説明する。
　内視鏡ビデオプロセッサ４では、電気メス装置３から入力されるイネーブル信号をイネ
ーブル信号検出部４２が検出すると、タッチパネル４３及び通信部４４では、次のような
動作が行われる。
【００６５】
　タッチパネル４３では、イネーブル信号検出部４２が検出したイネーブル信号の信号状
態に基づいて、タッチパネル制御部４３１がタッチパネル４３におけるタッチ検出動作を
制御する。より詳しくは、タッチパネル制御部４３１は、イネーブル信号の信号状態が第
１の信号状態である場合には、タッチパネル４３におけるタッチ検出動作を停止させるよ
うに制御する。この制御は、例えば、タッチパネル操作検出部４３２の動作を停止させる
ことにより行われる。また、タッチパネル制御部４３１は、イネーブル信号の信号状態が
第１の信号状態から第２の信号状態へ切り替わってから所定の期間の間に、イネーブル信
号の信号状態が第２の信号状態から第１の信号状態へ切り替わらない場合には、タッチパ
ネル４３におけるタッチ検出動作を再開させるように制御する。この制御は、例えば、タ
ッチパネル操作検出部４３２の動作を再開させることにより行われる。
【００６６】
　通信部４４では、イネーブル信号検出部４２が検出したイネーブル信号の信号状態に基
づいて、データ送受信制御部４４１が周辺機器６との間のデータ送受信動作を制御する。
より詳しくは、データ送受信制御部４４１は、イネーブル信号の信号状態が第１の信号状
態である場合には、周辺機器６との間のデータ送受信動作を停止させるように制御する。
この制御は、例えば、データ送受信部４４２の動作を停止させることにより行われる。但
し、その制御を行う時に、データ送受信部４４２が周辺機器６へのデータの送信中又は周
辺機器６からのデータの受信中である場合には、その送信又は受信が終了してから、その
制御を行う。また、データ送受信制御部４４１は、イネーブル信号の信号状態が第１の信
号状態から第２の信号状態へ切り替わってから所定の期間の間に、イネーブル信号の信号
状態が第２の信号状態から第１の信号状態へ切り替わらない場合には、周辺機器６との間
のデータ送受信動作を再開させるように制御する。この制御は、例えば、データ送受信部
４４２の動作を再開させることにより行われる。
【００６７】
　以上のように、第１の実施形態に係る内視鏡システム１によれば、電気メス装置３から
内視鏡ビデオプロセッサ４へ入力されるイネーブル信号の信号状態が第１の信号状態であ
る場合、すなわち、電気メス装置３（電気メス）が高周波電流の出力直前、出力中、及び
出力直後の何れかの状態である場合は、内視鏡ビデオプロセッサ４において、タッチパネ
ル４３におけるタッチ検出動作、及び、周辺機器６との間のデータ送受信動作が停止する
。そのため、電気メス装置３（電気メス）が高周波電流出力時に発するノイズの影響によ
りタッチパネル４３が誤動作したり内視鏡ビデオプロセッサ４と周辺機器６との間の通信
不良が生じたりすることを防止することができる。
【００６８】
　また、イネーブル信号の信号状態が第１の信号状態から第２の信号状態へ切り替わって
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から所定の期間の間に再び第１の信号状態へ切り替わらない場合に限り、タッチパネル４
３におけるタッチ検出動作、及び、周辺機器６との間のデータ送受信動作が再開されるの
で、それらの動作が再開後に即時に停止する、といった動作として好ましくない事態を避
けることができる。
【００６９】
　なお、第１の実施形態に係る内視鏡システム１において、内視鏡ビデオプロセッサ４の
内部に設けられるイネーブル信号検出部４２、タッチパネル制御部４３１、及びデータ送
受信制御部４４１を、例えば、内視鏡ビデオプロセッサ４の外部に設けるように構成して
もよい。
【００７０】
＜第２の実施形態＞
　図５は、本発明の第２の実施形態に係る医療システムの構成例を示す図である。なお、
この医療システムも、例えば内視鏡外科手術に用いられる。
【００７１】
　図５に示したように、医療システム１１は、電気メス装置１２、タブレット端末（タブ
レット型の端末装置）１３、内視鏡ビデオプロセッサ１４、及び周辺機器１５を備える。
ここで、電気メス装置１２、内視鏡ビデオプロセッサ１４、及び周辺機器１５は、ケーブ
ル等の有線又は無線により、タブレット端末１３と通信可能に接続される。
【００７２】
　電気メス装置１２は、高周波電流による作用により被検体を処置する処置装置の一例で
あり、被検体（被検体内の患部等）に対する高周波電流の出力により被検体の切開、凝固
等といった被検体の処置を行う装置である。電気メス装置１２は、操作部１２１、高周波
電流出力部１２２、及び信号出力部１２３を備える。
【００７３】
　操作部１２１は、ユーザによる操作部１２１に対する押下操作により、電気メス装置１
２から高周波電流を出力させる指示を受け付ける。操作部１２１は、その押下操作の有無
に応じて異なる信号レベルの押下信号を生成する。
【００７４】
　高周波電流出力部１２２は、操作部１２１により生成された押下信号に基づいて高周波
電流を出力する。
　信号出力部１２３は、操作部１２１により生成された押下信号をタブレット端末１３へ
出力する。なお、信号出力部１２３から出力される押下信号は、電気メス装置１２から出
力される信号であって高周波電流の出力タイミングに関する信号である特定の信号の一例
である。また、信号出力部１２３は、特定の信号を外部へ送信する送信部の一例でもある
。
【００７５】
　タブレット端末１３は、タッチパネル装置の一例であり、ユーザによるタッチパネル操
作に応じて、外部装置（例えば内視鏡ビデオプロセッサ１４や周辺機器１５）の制御等を
行う。タブレット端末１３は、信号検出部１３１、タッチパネル１３２、及び周辺機器制
御部１３３を備える。
【００７６】
　信号検出部１３１は、電気メス装置３（信号出力部１２３）から出力された押下信号を
受信してタッチパネル１３２、周辺機器制御部１３３、及び内視鏡ビデオプロセッサ１４
へ出力する。なお、信号検出部１３１は、電気メス装置１２から送信された特定の信号を
受信する受信部の一例でもある。
【００７７】
　タッチパネル１３２は、静電容量方式のタッチパネルであり、タブレット端末１３に対
する各種の入力を、当該タッチパネル１３２に対するタッチ操作により受け付ける。タッ
チパネル１３２は、タッチパネル制御部１３２１及びタッチパネル操作検出部１３２２を
備える。
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【００７８】
　タッチパネル制御部１３２１は、信号検出部１３１から出力された押下信号に基づいて
、タッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパネル１３２の静電容量の変化の検出
又は検出信号の出力を制御する。なお、静電容量の変化は、電気的変化の一例である。
【００７９】
　タッチパネル操作検出部１３２２は、タッチパネル１３２の静電容量の変化を検出し、
その検出信号をタッチパネル制御部１３２１へ出力する。
　周辺機器制御部１３３は、電気メス装置１２とは異なる外部装置（例えば内視鏡ビデオ
プロセッサ１４や周辺機器１５）と通信を行い、外部装置の制御等を行う。周辺機器制御
部１３３は、データ送受信制御部１３３１及びデータ送受信部１３３２を備える。
【００８０】
　データ送受信制御部１３３１は、信号検出部１３１から出力された押下信号に基づいて
、データ送受信部１３３２による外部装置との通信（データ送受信）を制御する。
　データ送受信部１３３２は、外部装置と通信を行う。
【００８１】
　内視鏡ビデオプロセッサ１４は、図示しない内視鏡により取得された撮像データの信号
処理等を行う装置であり、タッチパネル１４１とデータ送受信部１４２を備える。
　タッチパネル１４１は、静電容量方式のタッチパネルであり、内視鏡ビデオプロセッサ
１４に対する各種の入力を、当該タッチパネル１４１に対するタッチ操作により受け付け
る。タッチパネル１４１は、タッチパネル１３２と同様に、タッチパネル制御部１４１１
及びタッチパネル操作検出部１４１２を備える。
【００８２】
　タッチパネル制御部１４１１は、タブレット端末１３（信号検出部１３１）から出力さ
れた押下信号に基づいて、タッチパネル操作検出部１４１２による、タッチパネル１４１
の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を制御する。
【００８３】
　タッチパネル操作検出部１４１２は、タッチパネル１４１の静電容量の変化を検出し、
その検出信号をタッチパネル制御部１４１１へ出力する。
　データ送受信部１４２は、外部装置（例えばタブレット端末１３や周辺機器１５）と通
信を行う。
【００８４】
　周辺機器１５は、内視鏡ビデオプロセッサ１４の周辺機器であり、例えば、内視鏡ビデ
オプロセッサ１４により生成された画像データを記録する画像記録装置である。周辺機器
１５は、データ送受信部１５１を備える。
【００８５】
　データ送受信部１５１は、外部装置（例えばタブレット端末１３や内視鏡ビデオプロセ
ッサ１４）と通信を行う。
　なお、このような構成の医療システム１１において、電気メス装置１２における信号出
力部１２３や、タブレット端末１３における信号検出部１３１、タッチパネル制御部１３
２１、タッチパネル操作検出部１３２２、データ送受信制御部１３３１、及びデータ送受
信部１３３２や、内視鏡ビデオプロセッサ１４におけるタッチパネル制御部１４１１、タ
ッチパネル操作検出部１４１２、及びデータ送受信部１４２や、周辺機器１５におけるデ
ータ送受信部１５１等の構成は、例えば、ＣＰＵがメモリに格納されているプログラムを
読み出し実行することにより実現されるものであってもよいし、ＦＰＧＡやＡＳＩＣ等の
専用回路により実現されるものであってもよい。
【００８６】
　次に、このような構成を有する医療システム１１の動作について説明する。
　電気メス装置３では、操作部１２１が、ユーザによる操作部１２１に対する押下操作が
無い場合は押下操作無しを示す第１の信号レベル（例えば「Ｌ」レベル）の押下信号を生
成し、ユーザによる操作部１２１に対する押下操作が有る場合は押下操作有りを示す第２
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の信号レベル（例えば「Ｈ」レベル）の押下信号を生成する。ここで、ユーザによる操作
部１２１に対する押下操作が有る場合とは、ユーザにより操作部１２１が押下されている
場合のことであり、ユーザによる操作部１２１に対する押下操作が無い場合とは、ユーザ
により操作部１２１が押下されていない場合のことである。
【００８７】
　高周波電流出力部１２２は、操作部１２１により生成された押下信号が第２の信号レベ
ルである場合に高周波電流を出力し、操作部１２１により生成された押下信号が第１の信
号レベルである場合は高周波電流の出力を停止する（即ち、高周波電流を出力しない）。
【００８８】
　信号出力部１２３は、操作部１２１により生成された押下信号をタブレット端末１３へ
出力する。
　タブレット端末１３では、信号検出部１３１が、電気メス装置１２（信号出力部１２３
）から出力された押下信号を受信してタッチパネル１３２、周辺機器制御部１３３、及び
内視鏡ビデオプロセッサ１４へ出力する。
【００８９】
　タッチパネル１３２では、タッチパネル制御部１３２１が、信号検出部１３１から出力
された押下信号に基づいて、タッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパネル１３
２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を制御する。例えば、タッチパネル制御部
１３２１は、押下信号が第１の信号レベルから第２の信号レベルへ切り替わったタイミン
グから第１の所定時間が経過したタイミングに、タッチパネル操作検出部１３２２による
、タッチパネル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を停止させる。ここで
、第１の所定時間は、例えば、押下信号が第１の信号レベルから第２の信号レベルへ切り
替わったタイミングから高周波電流出力部１２２が実際に高周波電流の出力を開始するま
でに要する時間、又はそれよりも短い時間である。また、タッチパネル制御部１３２１は
、押下信号が第２の信号レベルから第１の信号レベルへ切り替わったタイミングから第２
の所定時間が経過したタイミングに、タッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパ
ネル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を再開させる。但し、押下信号が
第２の信号レベルから第１の信号レベルへ切り替わったタイミングから、第２の所定時間
が経過する前までの間に、押下信号が第１の信号レベルから第２の信号レベルへ切り替わ
った場合には、タッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパネル１３２の静電容量
の変化の検出又は検出信号の出力の停止を継続させる。ここで、第２の所定時間は、例え
ば、押下信号が第２の信号レベルから第１の信号レベルへ切り替わったタイミングから高
周波電流出力部１２２が実際に高周波電流の出力を停止するまでに要する時間、又はそれ
よりも長い時間である。
【００９０】
　周辺機器制御部１３３では、データ送受信制御部１３３１が、信号検出部１３１から出
力された押下信号に基づいて、データ送受信部１３３２による外部装置との通信を制御す
る。例えば、データ送受信制御部１３３１は、押下信号が第１の信号レベルから第２の信
号レベルへ切り替わったタイミングから第１の所定時間が経過したタイミングに、データ
送受信部１３３２による外部装置との通信を停止させる。なお、このときに、データ送受
信部１３３２がデータの送受信中である場合は、その送受信が終了したタイミングに、デ
ータ送受信部１３３２による外部装置との通信を停止させるようにしてもよい。また、デ
ータ送受信制御部１３３１は、押下信号が第２の信号レベルから第１の信号レベルへ切り
替わったタイミングから第２の所定時間が経過したタイミングに、データ送受信部１３３
２による外部装置との通信を再開させる。但し、押下信号が第２の信号レベルから第１の
信号レベルへ切り替わったタイミングから、第２の所定時間が経過する前までの間に、押
下信号が第１の信号レベルから第２の信号レベルへ切り替わった場合には、データ送受信
部１３３２による外部装置との通信の停止を継続させる。
【００９１】
　内視鏡ビデオプロセッサ１４では、タッチパネル１４１のタッチパネル制御部１４１１
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が、タブレット端末１３のタッチパネル制御部１３２１と同様に、タブレット端末１３（
信号検出部１３１）から出力された押下信号に基づいて、タッチパネル操作検出部１４１
２による、タッチパネル１４１の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を制御する。
【００９２】
　以上のように、第２の実施形態に係る医療システム１１によれば、電気メス装置１２の
操作部１２１がユーザにより押下されている間（高周波電流の出力指示が為されている間
）は、タブレット端末１３におけるタッチパネル操作検出部１３２２の動作（タッチパネ
ル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力）が停止すると共に、内視鏡ビデオ
プロセッサ１４におけるタッチパネル操作検出部１４１２の動作（タッチパネル１４１の
静電容量の変化の検出又は検出信号の出力）が停止する。また、タブレット端末１３にお
けるデータ送受信部１３３２の動作（外部装置との通信）も停止する。そのため、電気メ
ス装置１２が高周波電流出力時に発するノイズの影響により、タブレット端末１３のタッ
チパネル１３２や内視鏡ビデオプロセッサ１４のタッチパネル１４１が誤動作したり、タ
ブレット端末１３と内視鏡ビデオプロセッサ１４との間やタブレット端末１３と周辺機器
１５との間の通信不良が生じたりすることを防止することができる。
【００９３】
　また、ユーザにより押下されていた操作部１２１がリリースされ、その後、すぐに押下
されるような場合には、上述の動作の停止が継続されるようになるので、動作再開後にす
ぐに停止する、といった動作として好ましくない事態を避けることができる。
【００９４】
　なお、第２の実施形態に係る医療システム１１においては、次のような変形をしてもよ
い。
　例えば、電気メス装置１２は、高周波電流出力部１２２が高周波電流の出力中であるか
否かに応じて異なる信号レベルのステータス信号を生成するステータス信号生成部を更に
備え、信号出力部１２３が、操作部１２１により生成された押下信号の代わりに、ステー
タス信号生成部により生成されたステータス信号をタブレット端末１３へ出力するように
してもよい。この場合、ステータス信号は、上述の特定の信号の一例である。
【００９５】
　このような場合、タブレット端末１３では、電気メス装置１２（信号出力部１２３）か
ら出力されたステータス信号を信号検出部１３１が受信してタッチパネル１３２、周辺機
器制御部１３３、及び内視鏡ビデオプロセッサ１４へ出力する。
【００９６】
　タッチパネル１３２では、タッチパネル制御部１３２１が、信号検出部１３１から出力
されたステータス信号に基づいて、タッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパネ
ル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を制御する。例えば、ステータス信
号が高周波電流の出力中であることを示す信号レベルであるときに限り、タッチパネル操
作検出部１３２２による、タッチパネル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出
力を停止させる。
【００９７】
　周辺機器制御部１３３では、データ送受信制御部１３３１が、信号検出部１３１から出
力されたステータス信号に基づいて、データ送受信部１３３２による外部装置との通信を
制御する。例えば、ステータス信号が高周波電流の出力中であることを示す信号レベルで
あるときに限り、データ送受信部１３３２による外部装置との通信を停止させる。
【００９８】
　内視鏡ビデオプロセッサ１４では、タッチパネル１４１のタッチパネル制御部１４１１
が、タブレット端末１３のタッチパネル制御部１３２１と同様に、タブレット端末１３（
信号検出部１３１）から出力されたステータス信号に基づいて、タッチパネル操作検出部
１４１２による、タッチパネル１４１の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を制御
する。
【００９９】
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　このような変形例によれば、電気メス装置１２が高周波電流の出力中であるときに限り
、タブレット端末１３におけるタッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパネル１
３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力が停止すると共に、内視鏡ビデオプロセ
ッサ１４におけるタッチパネル操作検出部１４１２による、タッチパネル１４１の静電容
量の変化の検出又は検出信号の出力が停止する。また、タブレット端末１３におけるデー
タ送受信部１３３２による外部装置との通信も停止する。そのため、このような変形例に
よっても、電気メス装置１２が高周波電流出力時に発するノイズの影響による、上述のタ
ッチパネル１３２、１４１の誤動作や上述の通信不良を防止することができる。
【０１００】
　また、例えば、電気メス装置１２は、高周波電流出力部１２２が高周波電流の出力直前
、出力中、及び出力直後の何れかの状態であるか否かに応じて異なる信号レベルのイネー
ブル信号を生成するイネーブル信号生成部を更に備え、信号出力部１２３が、操作部１２
１により生成された押下信号の代わりに、イネーブル信号生成部により生成されたイネー
ブル信号をタブレット端末１３へ出力するようにしてもよい。この場合、イネーブル信号
は、上述の特定の信号の一例である。
【０１０１】
　このような場合、タブレット端末１３では、電気メス装置１２（信号出力部１２３）か
ら出力されたイネーブル信号を信号検出部１３１が受信してタッチパネル１３２、周辺機
器制御部１３３、及び内視鏡ビデオプロセッサ１４へ出力する。
【０１０２】
　タッチパネル１３２では、タッチパネル制御部１３２１が、信号検出部１３１から出力
されたイネーブル信号に基づいて、タッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパネ
ル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を制御する。例えば、イネーブル信
号が高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直後の何れかの状態であることを示す第１
の信号レベル（例えば「Ｈ」レベル）であるときは、タッチパネル操作検出部１３２２に
よる、タッチパネル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を停止させる。ま
た、イネーブル信号が第１の信号レベルから高周波電流の出力直前、出力中、及び出力直
後の何れでもない状態であることを示す第２の信号レベル（例えば「Ｌ」レベル）へ切り
替わったタイミングから、所定時間が経過する前までの間に、イネーブル信号が変化しな
い場合には、タッチパネル操作検出部１３２２による、タッチパネル１３２の静電容量の
変化の検出又は検出信号の出力を再開させる。
【０１０３】
　周辺機器制御部１３３では、データ送受信制御部１３３１が、信号検出部１３１から出
力されたイネーブル信号に基づいて、データ送受信部１３３２による外部装置との通信を
制御する。例えば、イネーブル信号が第１の信号レベルであるときは、データ送受信部１
３３２による外部装置との通信を停止させる。また、イネーブル信号が第１の信号レベル
から第２の信号レベルへ切り替わったタイミングから、所定時間が経過する前までの間に
、イネーブル信号が変化しない場合には、データ送受信部１３３２による外部装置との通
信を再開させる。
【０１０４】
　内視鏡ビデオプロセッサ１４では、タッチパネル１４１のタッチパネル制御部１４１１
が、タブレット端末１３のタッチパネル制御部１３２１と同様に、タブレット端末１３（
信号検出部１３１）から出力されたイネーブル信号に基づいて、タッチパネル操作検出部
１４１２による、タッチパネル１４１の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力を制御
する。
【０１０５】
　このような変形例によれば、電気メス装置１２が高周波電流の出力直前、出力中、及び
出力直後の何れかの状態であるときは、タブレット端末１３におけるタッチパネル操作検
出部１３２２による、タッチパネル１３２の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力が
停止すると共に、内視鏡ビデオプロセッサ１４におけるタッチパネル操作検出部１４１２
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によるタッチパネル１４１の静電容量の変化の検出又は検出信号の出力が停止する。また
、タブレット端末１３におけるデータ送受信部１３３２による外部装置との通信も停止す
る。そのため、このような変形例によっても、電気メス装置１２が高周波電流出力時に発
するノイズの影響による、上述のタッチパネル１３２、１４１の誤動作や上述の通信不良
を防止することができる。
【０１０６】
　また、第２の実施形態において、タッチパネル装置は、タブレット端末１３として構成
されたが、タブレット端末に限らず、スマートフォン等の他の携帯型情報端末装置として
構成されてもよい。
【０１０７】
　以上、本発明は、上記実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示さ
れている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、様々の発明を形成できる。例えば、
実施形態に示される全構成要素のいくつかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる
実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【０１０８】
１　　　　　　内視鏡システム
２　　　　　　内視鏡
３　　　　　　電気メス装置
４　　　　　　内視鏡ビデオプロセッサ
５　　　　　　モニタ
６　　　　　　周辺機器
１１　　　　　医療システム
１２　　　　　電気メス装置
１３　　　　　タブレット端末
１４　　　　　内視鏡ビデオプロセッサ
１５　　　　　周辺機器
２１　　　　　撮像部
３１　　　　　操作部
３２　　　　　イネーブル信号出力部
４１　　　　　信号処理部
４２　　　　　イネーブル信号検出部
４３　　　　　タッチパネル
４４　　　　　通信部
１２１　　　　操作部
１２２　　　　高周波電流出力部
１２３　　　　信号出力部
１３１　　　　信号検出部
１３２　　　　タッチパネル
１３３　　　　周辺機器制御部
１４１　　　　タッチパネル
１４２、１５１　データ送受信部
４３１　　　　タッチパネル制御部
４３２　　　　タッチパネル操作検出部
４４１　　　　データ送受信制御部
４４２　　　　データ送受信部
１３２１　　　タッチパネル制御部
１３２２　　　タッチパネル操作検出部
１３３１　　　データ送受信制御部
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１３３２　　　データ送受信部
１４１１　　　タッチパネル制御部
１４１２　　　タッチパネル操作検出部
 

【図１】 【図２】
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